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有意な高い相関があり（それぞれ，r30．9D烈杓・824＊＊）

これらの損失は，降水量に強く影響を受けるものと思

われる。しかし，粗脂肪については，前段で述べたよ

うに，調製日数に包括されている降水量を除いた他の

要因（日射量など）による影響も検討されねばならぬ

ものと思われる。粗歳経は1番草で有意な相関（r＝

0．784＊）が認められたが，全番草については認めら

れず，他の成分に比べて，降水量による影響は小さい

ものと考えられる。NFEは，1番草で有意な高い相関

（r＝0．911＊＊）があったが，2・5番草では有意性が

認められなかった。このことに関しては，さらに番草

間でのWSC，リグニンなどについて，詳細な検討が必

要と思われる。

大型バンカーサイロのギ酸添加サイレージの品質改善

太田　繁＊・蛇沼恒夫＊・桜田杢一＊・道又敬司＊・平野　保＊

第1表　供試材料
1　ま　え　が　き

山地でのグラスサイレ⊥ジの大量調製は，気象条件

の劣悪さ，稼働日数の不安定さ，作業能率の不振，そ

れに伴うサイロ密封の遅延などにより品質を安定的に

保つのは難しい。そこで「大量調製グラスサイレージ

の品質改善」の一環として，ギ酸添加によるサイレー

ジの晶質向上を実規模で試験したのでその概要につい

て報告する。

2　試　験　方　法

Il）採草圃場　標高720m・－920m

㈲・調製方法　収穫（プレイル型′、－ベスタ＋ギ酸

添加装置）十運搬（4t用トラック2台）＋サイロ（D

50日ブルドーザ躇圧処理）十密封（ビニールシート，ポ

ソド接着）

（3）供試サイロ　開放性のパソカーサイロ，幅（6．5m）

×高（1．8m）×長（18m）

14）供試材料草，詰込量，ギ酸添加率，給与期間

…・（第1表）

（5）処理　実規模調査‥‥対照区，添加区各1基。

基礎調査…・5t用箱型サイロ，対照区，‾　添加区各1基，

開封状態で調査

【即　調査項目　○サイ　レージ調製日数　0開封状態

での詰込材料草の温度とpHの推移

0サイレージの願醇品質，一般成分

0飼料成分の回収率，0サイレージの採食量

試験 年 次 供 試 材料 草
詰 込 呈

（t）

ギ酸添 加 率

（喀）
給 与期 間

19 75年

オーチャード

グラス主 体 の

混 播 牧 草 1

番 草

1 05．1

】　 0．2 1

12 月下 旬

5月 上 旬

197 4年 同　 上 125．5 0．5 4 同　 上

1975年

オーチャード

グラス主 体 の 8 1．2 0．42 同　 上
混 播牧 草

1， 5 香 草

　 42．0

l

D．d l

5　試　験　結　果

tl）サイレージの調製日数…・第2表

第2表　サイ　レージ調製日数
（岩手畜試外山分場1番草）

項　 目
年　 度 調製 期 間

所要 日数 平 均 日数

サ イ　ロ　　　 ＼ （日） （日）

※

育 成 舎

′ミソカーサイロ

19 75年 d／1 5～ ん1 5 5

5．0

8．5

4．d

19 74 んパフ～ ∽ 0 4

19 75 ん1 か－′ん1 7 2

有　 畜　 舎

バンカーサイロ

1 975年 ∽ 8～ ∽ 5 8

19 74 ∽ 0、 も／2 9 10

19 75 ∽ 5～ ∽ 9

無　 畜　 舎

バソカーサイロ

1975年 d／25～ ∽ 9 8

19 74 －7／1 ～ 7／5 5

19 75 ん1 9～ ∽ 11　 5

※ギ顧慮加試験サイロ

＊Shigeru OTA，TBun80JAmMA，Keiichi SAKURADA，KeijiMICHZMATAI

Tam。t8u HⅡV止JO（岩手県立畜産試験場外山分場）
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サイレージは早期密封が極めて重要だが大型バンカ

ーサイロの場合，日当り処理量からも難しく，明ら

かに密封遅延の傾向がある。

（2）開封状態での詰込材料草の温度とpHの推移‥

…・第1，2囲

埋草時の材料草はギ酸を添加することによりpHは低

く一定に保たれ，無添加の最高温度と同レベルに達す

第1回　詰込材料革の温度とpHの推移
（開封状態）

第5表　サイレージの醸酵品質

るにはd日以上の差があった。従って詰込みが長引く

時は材料草の品質保持に大きな効果があるものと考え

られる。

第2図　詰込材料草の温度とpHの推移
（開封状態）

（3）サイレージの療醇品質…・第5，4表

大豊調製のもとでの添加サイレージのpHは1，5番

草とも無添加に比べ低く，有機酸組成も良好なもので

1番草

盲 十 † ∵

p H
絵 酸

ミリ当あ

総　 顔　 中　 の　 当　 量　 （㈲ V B －N　T －Ⅳ
フ リーク評 点

不 揮 発 酸
l　V F A

酢　 酸 プロピナン′酸 酪　 酸
l

そ の 他

19 7 4 年

上 層

対 照 区

　下 層

5．0 5 2父 7 5 1．4 8 8．占 15．0 5．4 5 0．7 1 ヱ5 4 1，8 5 0　 中

4．11 S Z 5 8 8．7 55．5 2 4．4 1．2 占．D 1．7 14．4 7 5　 良

　 上 層

添 加 区

　下 層

4．2 1 5 4．5 5 Z B 4 2．2 5ス5 2．5 2．1 0．2 2 0．1 7 0　 良

5．80 5 8．4 7 9 8 2 0．2 18．5 0．1 1．5 0．2 1 5．4 9 0　 優

1 9 7 5 年 上 層

対 照 区

　下 層

5，24 5 5．5 2 6．9 7 5．1 2 5．1 占．2 25．2 1 8．4 5 1．7 5 5　 中

5．19 5 5．1 28．7 7 5．5 2 2．1 鼠5 2．i．2 15．d 4 9 8 5 5　 中

　 上 層

添 加 区

　下 層

4．48 5 2．9 5 2．8 4 ス2 2 8．8 5．1 10．4 4．9 1 5．4 d 5　 良

1　 5．89 　 5 1．5
1

‘8．8 i　 51．2 2 5．1 0．9 1　 5・8 　 1．5
l

1　　 5・4 7 8　 良



東北　農業　研究　第19号（1977）　　　　　　　　　　　－95－

あり，ギ喫添加による隠酵品質の改善は安定的であ

った0

第4表　サイレージの頗酵品質 5番草

年次 姐 埋　 目 p H 乳 酸 酢 酸 酪 酸 フ リーク評 点

1 9 7 5年 上 層

対 照 区

　 下 層

5 ．0〔） 0．8 1 1．1 6 1．0 7 2 5　中

4．9 5 0．8 9 0．8 7 1．2 8 2 0　 劣

上 層 4 ．2 5 1．8 0 m ‘る 0．0 5 1 8 5 優

添 加 区　 下 層

4．0 8
1 1．2 5

l
1．1 5 1 0 ．1 2

！
5 5　 可

第5表　サイレージの一般成分

州　サイレージの一般成分…・第5表

醸酵品質が良いため，添加区の粗蛋白，N－pE　が

高く，DCII TI）Ⅳが高いことが推定される。

15）飼料成分の回収率‥‥第6衷

添加サイレージの乾物の回収率は無添加に比べ8名

も高く，また粗蛋白，粗脂肪，1トーFEの回収率も相当

に高い。

（6）サイレージ採食量…・第7表

従ってサイレージの採食量は現物で7～20解　以上

　　 項 目

年 次 地 理
水　 分

（偏）

乾　　　　 物　　　　 中　　　 （喀）

粗 蛋 白 粗 脂 肪 粗 繊 維 Ⅳ－F E 粗 灰 分 D C I】 T 工〉N

197 4年 上 層

対 照 区 下 層

8 1．d 9 1 4．2 58，5 59 0 父2 5．0 5 鼠9

7 エ9 10．5 4．5 55．9 40．5 鼠1 5．8 5 鼠9

　 上 層

添 加 区 下 層
7鼠 1 12．0 4．4 5占．0 5鼠 9 Z d 占．d 6 0．7

78．0 1 1．5 4．5 5 5．7 40．8 8．0 6．2 ‘0．5

197 5年 上 層

対 照 区 下 層
8 1．8 10．4 4．d 5 9 5 5 8．9 8．7 5．7 8 0．5

82 ．5 11．5 5．5 57 5 鮎．0 鼠8 6．5 dO．0

　 上 層

添 加 区 下 層
79 8 15．2 4．1 5 4．7 5 ス1 8．7 8．5 5 R d

7 7 9 ； 14 ．2 4．8 5 4．9 5 8．9 I　 Z 5 1　 7 8 占0．9

引用した消化率（畜試報2d号）粗蛋白55，粗脂肪55，粗繊維鴫が－FEdl

第°表　飼料成分の回収率

　　 項 目

処 理

飼 料　 成 分　 の　 回　 収　 率 （喀）

水　 分 乾　 物 租 蛋 白 粗 脂 肪 粗 繊 維 N 一F E 粗　 灰 分

対　　 照　　 区 90．0 8ユ8 5 8．6 9ヱ8 100，7 70．8 95．5

添　　 加　　 区 72．7 88 ．5 1　 85・d 10 2．0 9 9 1 78．9 　　 85．5
l

第7表　サイレージ採食量（自由採食極／日・頭）

処 理　　　 項 目 現　 物　 ¢め 乾　 物 ¢g）

無添 加 サイ レー ジ

添 加 サ イ レー ジ

15．4～ 17 5

14．4－ 20．8

l

2．5～ 5．4

1 2・8～4・5

育成牛（肉用牛）550友ク／頭平均

調査期間29～52日

の喰い込みが見こまれ，嗜好性のすぐれていることが

わかる。

4　む　　す　　び

以上，ギ酸を添加することにより，良異のサイレー

ジが実規模のもとで安定して調製可能なことが明らか

になったが，今後飼養効果など経済的評価を検討する

必要がある。


